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衆
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院
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衛
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す
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平
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年
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月
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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
防
衛
庁
の
秘
密
保
全
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
」
は
、
防
衛
庁
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
規
則

を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
名
称
、
発
簡
番
号
及
び
制
定
年
月
日
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
規
則
の
う
ち
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
容
を
含
む
も
の
は
、
「
誘
導
弾
タ
ー
タ
ー
装
置
の
特
別
秘
密
保

護
要
綱
に
関
す
る
通
達
」
、
「
ナ
イ
キ
及
び
ホ
ー
ク
の
特
別
秘
密
保
護
要
綱
に
関
す
る
通
達
」
、
「
ナ
イ
キ
及
び
ホ
ー
ク
の

国
内
生
産
等
に
係
る
秘
密
保
護
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
及
び
「
電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
保
全
技
術
基
準
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
の
四
件
で
あ
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
拠
と
な
る
法
令
は
、
い
ず
れ
も
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
及
び
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
で
あ
る
。

防
衛
庁
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
規
則
の
う
ち
、
そ
の
名
称
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
の
件
数
は
十
五
件
で
あ
り
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
根
拠
と
な
る
法
令
は
、
い
ず
れ
も
自
衛
隊
法
第
五
十
九

条
及
び
国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
あ
る
。

一



二
の
�
に
つ
い
て

秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
二
号
。
以
下
「
訓
令
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
関
係
職

員
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
訓
令
第
二
条
第
三
項
に
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
防
衛
庁
長
官
及
び
防
衛
政
務
次
官
は
、
同
項
第

二
号
に
規
定
す
る
「
管
理
者
の
職
務
上
の
上
級
者
」
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
訓
令
第
六
条
に
規
定
す
る
「
関
係
職
員
以
外

の
者
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
他
の
防
衛
庁
職
員
は
、
同
条
に
規
定
す
る
「
関
係
職
員
以
外
の
者
」
に
含
ま
れ

る
こ
と
は
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と

考
え
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

訓
令
第
十
九
条
に
規
定
す
る
「
関
係
者
」
と
は
、
当
該
秘
密
を
伝
達
又
は
送
達
し
た
あ
て
先
た
る
官
職
を
指
す
た
め
、
退

職
し
た
者
は
含
ま
れ
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

二



訓
令
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
立
入
り
を
禁
止
さ
れ
た
場
所
以
外
で
も
、
秘
密
の
知
識
又
は
文
書
、
図
画
若
し
く
は
物

件
が
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
は
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

訓
令
第
二
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
事
務
次
官
の
定
め
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
他
国
と

の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

訓
令
第
三
十
条
第
六
項
に
規
定
す
る
「
官
房
長
等
（
内
部
部
局
に
あ
つ
て
は
、
官
房
長
）
の
定
め
」
に
つ
い
て
は
、
海
上

幕
僚
長
、
航
空
幕
僚
長
、
統
合
幕
僚
会
議
事
務
局
長
、
情
報
本
部
長
、
技
術
研
究
本
部
長
、
調
達
実
施
本
部
長
及
び
防
衛
施

設
庁
長
官
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
電
話
等
の
方
法
以
外
の
伝
達
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
そ
の
際
に
承

認
を
得
る
べ
き
者
等
を
定
め
て
い
る
が
、
官
房
長
、
防
衛
大
学
校
長
、
防
衛
医
科
大
学
校
長
、
防
衛
研
究
所
長
及
び
陸
上
幕

僚
長
に
お
い
て
は
、
定
め
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

秘
密
の
文
書
、
図
画
又
は
物
件
の
製
作
等
を
政
府
機
関
に
委
託
す
る
と
き
の
保
全
措
置
を
定
め
た
規
則
に
つ
い
て
は
、
制

定
し
て
い
な
い
。

三



三
の
�
に
つ
い
て

訓
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
委
託
時
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
委
託
の
契
約
を
行
う
官
房
長
等
が
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

三
の
�
の
�
に
つ
い
て

「
生
物
兵
器
へ
の
対
処
に
関
す
る
懇
談
会
開
催
運
営
要
綱
」
（
以
下
「
運
営
要
綱
」
と
い
う
。
）
は
、
同
懇
談
会
の
運
営

に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
防
衛
庁
長
官
が
定
め
た
も
の
で
、
法
令
で
は
な
い
が
、
運
営
要
綱
第
七
に
い
う
「
秘
密
」
と
は
、

非
公
知
の
事
実
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
も
そ
れ
を
秘
密
と
し
て
保
護
す
る
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

三
の
�
の
�
に
つ
い
て

生
物
兵
器
へ
の
対
処
に
関
す
る
懇
談
会
の
委
員
が
運
営
要
綱
第
七
に
い
う
「
秘
密
」
を
他
に
漏
ら
し
た
場
合
の
制
裁
に
つ

い
て
は
、
定
め
て
い
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

「
取
扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
（
昭
和
五
十
六
年
三
月
二
日
防
防
調
一
第
九
百

四
十
八
号
）
に
定
め
る
「
取
扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
送
達
、
貸
出
し
又
は
閲
覧
を
記
録
す

四



る
こ
と
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
マ
イ
ク
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
計
画
の
実
施
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
政
府
と
の
書
簡
の
交
換
（
平
成
八
年
外
務
省
告
示
第
四
百
七
十
六
号
）
に
基
づ
い
て
各
省
庁
等
に
配
置
さ
れ
た
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
政
府
の
公
務
員
（
以
下
「
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
」
と
い
う
。
）
を
防
衛
庁
が
受
け
入
れ
た
期
間
が
数
年
に

及
ん
で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
の
う
ち
防
衛
庁
が
受
け
入
れ
た
者
に
対
し
て
、
配
置
先
各
課
長
等

の
厳
格
な
管
理
の
下
で
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
た
「
取
扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
」
の
個
々
具
体
的
な
名
称
等
に
つ
い

て
、
そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
は
、
部
外
者
で
あ
る
研
修
員
と
し
て
、
補
佐
的
、
補
助
的
に
事
務
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

り
、
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
我
が
国
の
公
務
の
実
態
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
、
受
入
先
で
あ
る
各
省
庁
等
に
お
い
て
業
務
の
実
際
を
体
験
す
る
様
々
な
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
防
衛
庁
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
研
修
の
趣
旨
を
い
か
す
た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
、
「
取
扱
い
上
の
注
意
を

要
す
る
文
書
等
」
の
う
ち
自
衛
隊
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
「
秘
密
」
に
該
当
し
な
い
も
の
の
一
部
に
つ
い
て
、
配
置
先

各
課
長
等
の
厳
格
な
管
理
の
下
、
防
衛
庁
が
受
け
入
れ
た
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
に
対
し
て
そ
の
内
容
を
知
ら
せ
る
こ

五



と
が
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
に
お
い
て
、
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
員
と
同
様
、
配
置
先
責
任
者
の
管
理
の
下
で
、
部
外
者
で
あ
る
研
修
員
と

し
て
、
補
佐
的
、
補
助
的
に
事
務
に
か
か
わ
る
者
に
該
当
す
る
も
の
は
、
現
時
点
で
は
、
防
衛
施
設
庁
の
業
務
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
研
修
員
と
し
て
受
け
入
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
。

当
該
研
修
員
は
、
当
該
研
修
上
必
要
な
場
合
に
は
、
「
取
扱
い
上
の
注
意
を
要
す
る
文
書
等
」
の
う
ち
自
衛
隊
法
第
五
十

九
条
に
規
定
す
る
「
秘
密
」
に
該
当
し
な
い
も
の
の
一
部
に
つ
い
て
、
配
置
先
責
任
者
の
厳
格
な
管
理
の
下
、
そ
の
内
容
を

知
る
こ
と
が
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

現
在
、
防
衛
庁
職
員
の
う
ち
自
衛
隊
法
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
守
秘
義
務
を
負
わ
な
い
者
は
、
防
衛
庁
長
官
、
防
衛
政

務
次
官
、
防
衛
施
設
中
央
審
議
会
、
自
衛
隊
離
職
者
就
職
審
査
会
、
自
衛
隊
員
倫
理
審
査
会
及
び
防
衛
施
設
地
方
審
議
会
の

各
委
員
、
防
衛
施
設
庁
総
務
部
の
調
停
官
並
び
に
防
衛
施
設
庁
労
務
部
の
職
員
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

六



御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
関
す
る
捜
査
機
関
の
取
調
べ
等
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
秘
密
を
明
ら
か
に
で
き
る
か
否
か
は
、
こ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
べ
き
公
益
と
、
守
秘
義
務
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
べ
き
公
益
と
を
個
別
具
体
的
に
比

較
衡
量
し
て
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
秘
密
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
知
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
非
公
知
性
が
失
わ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
漏
え
い
し
た
秘
密
」
に
つ
い
て
は
、
訓
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
秘
密
」
に
該
当
し
な
い
。

六
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
三
年
、
日
本
電
気
株
式
会
社
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
、
厳
重
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
再
発

防
止
に
係
る
誓
約
書
及
び
具
体
的
な
再
発
防
止
対
策
の
提
出
を
指
示
し
、
ま
た
、
再
発
防
止
策
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
の

取
引
の
停
止
を
通
告
し
た
。
な
お
、
当
該
取
引
の
停
止
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
日
ま
で
の

七



間
実
施
し
た
。

六
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
秘
密
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
知
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
非
公
知
性
が
失
わ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
の
�
に
つ
い
て

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
「
契
約
企
業
に
お
け
る
秘
密
保
全
の
更
な
る
徹
底
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
（
平
成
十
年
十
月
六
日

防
防
調
第
五
千
二
百
九
十
九
号
）
を
発
出
し
た
後
、
担
当
部
局
の
職
員
が
実
地
に
検
査
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
防
衛
庁

の
契
約
企
業
に
お
け
る
秘
密
保
全
体
制
の
点
検
を
行
っ
た
。

七
に
つ
い
て

現
在
、
防
衛
庁
本
庁
に
お
い
て
、
部
外
者
の
立
入
り
が
可
能
な
場
所
に
お
い
て
、
秘
密
の
知
識
又
は
文
書
、
図
画
若
し
く

は
物
件
が
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
は
あ
る
。

八
に
つ
い
て

防
衛
庁
に
お
い
て
秘
密
区
分
の
指
定
を
解
除
し
た
文
書
等
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

八
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